



























【第 1章 緒言】 
本章では，ノロウイルスやノロウイルス感染症・食中毒の概要，抗ノロウイルス物質の発
見などの本研究の背景，本論文の目的，構成について述べた．  
























【第 6章 総括と展望】 
本章では，2～5 章まで研究結果の総括と，今後の研究の展望についてまとめた．本研究
より，柿タンニンの収斂作用が抗ウイルス作用であることが明らかとなり，さらに，柿タン
ニンと同じく，縮合型タンニンを含むバナナ，カリンが抗ウイルス作用を示すことが判明し
た．本研究結果は，食品加工場で使用可能な新たな消毒剤の開発や，衛生管理用品への応用
に繫がり，ノロウイルス制御法の確立に貢献するものと考えられる．  
 
 
